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1930年 （第6號） 8月 ー
ロマ法王廃ヴ子カン天文豪の
　「科學と宗敏との圖孚」などと言はれて，遠くはコペルニクやガリレオ
の時代から，近くはマルキシズムのロシヤ革命に至るまで，キリスト教と
近代理學とが仲の悪い標本のやうに言はれもし，叉，思はれもしてみるの
に，蒙れは叉，不思議千万にも，キリスト教の大本山であるロ1マ法王の
ブチカン宮殿には，堂々たる天文豪があって，第一流の天文學者たちが，
朝には聖像を拝し，夕には天燈齪察をしてみるのだから面白い・
　請判，キリスト教の僑俗たちは，其の敏速から言っても，其の趣味か
ら言っても，理學（サイエンス）殊に天文學には決して冷淡ではないので
あって，新暦を制定したグレゴリ第十三世法王や，地動読の圭唱者コペル
ニク等が聖職の人々であるは言ふまでもなく，近年の學者の中にも宗教界
の雄者が少なくない・1叉此の人々は積極的に天文學研究をやってみるので
あって，現に我が國から言へば御隣りの支那上海の郊外z・se（余山）にも
カトリク敏立の天文毫があり，叉，フィリピン島のマニラの天文氣象毫や
濠洲リブiビウRiver－viewの天文毫や，米國ではワシントン府のジヨジタ
ウン天文豪や，加洲サンタeクラ1うの天文豪，南米ではチリ國サンチア
1ゴのカトリク大量大文毫，英國ではスト1二。ノ、1スト學院天文豪，オ
ランダ國でばプアルケンブルゲのイグナチウス學院天文毫，スペイン國で
はエプロ河畔日トサの天文憂，1佛國ではブルジエの天文毫，一一此等の
天文毫が悉く天主教によって創立され，計督されて，學界にも重きをなし
てみるばかりでなく，此等の全世界にわたる宗教立の天文豪の牛耳を取っ
て，ロマ法王臆の一角をなす「ゾチカン天文毫」こそは，欧洲天文學界に
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ロマ王囎ヴチカン天文豪の話
?
於いても偉大なる存在の一つである・
　ブチカン天文毫は本名をSPECOLA　VATIOANAといひ，ロマ市外テゴ
レ河眸西岸の法王領内に，サンピエトロ大寺院と肩を比べて建てられてみ
る・丁度此所あたりは，法王廉を間む大城壁に沿つit　一・角であって，創立
は今から三百五＋年前，例の回歴制定で有名なグレゴリ第＋三世法王の御
頭がかりだといふ尤も，しかし，其んな平しの天文毫の面影を今日持っ
てるるわけではない・
　今のブチカン天文毫建築は1890年頃に出來たもので，大小幾つかのモダ
1ンなドームの中1こ，口径33センチの壷鐙窮眞望遠鏡と，径41センチのメ
ルツ製赤道儀と，穫loセンチの小赤道儀などを有し，其の他，廣い圖書室
と研究室と奥ゆかしい談話室とがあり，最近には叉，立派な無線通信室と
其れに相懸しい大アンテナが建てられて，道行く人の目を惹いてみる・
　豪長は，ハ［グン」．G．撫gen師・其の配下にエマヌエリ師が居り，墨
書碁毫員として，スタイン師とエシユ師とがある・皆，墨染の僧服を着て，
研究を働んでみる・
　ハ1ゲン師は，米國ジョウジタウン天丈飛雪をしてみたこともあって，
英沸燭の三際國語にも精通し，早くから攣光星研究のオ1ソリヂイとして
推され，近年は又，天空にびうがる暗黒星霧の研究をしてみる・齢八十五
才を越して，爾ほ国者をしのぐ勢力である・
　こSに掲げる窮眞は，ブチカン天文毫の近状を撮影したものである・右
の尖塔はサンピエ｝・の大堂宇，中央に近いド1ムは4tセンチ大望遠鏡室
である．33センチのド1ムはザンピエトロ寺の左蔭にわっかに片影を現は
してみる・爲眞の左牛には天空に讐える無線アンテナがある・優れは最近
の架設であって，葛眞全量の學術的乃至思想的コントラストを興味深くさ
せてみる・
　あの41センチ望遠鏡の大ドームの圓い屋根の頂上まで，エマヌエリ師に
導かれて，山本英子夫人は墓ぢ登って，日本婦人の意氣を見せたことがあ
る・1925年一月二十二日午後四時頃のことであっだ（「天界」第59歌題
479頁を見られよ）
